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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第３四半期 65,360 13.3 2,018 47.4 2,144 39.0 1,353 28.0

29年３月期第３四半期 57,675 △2.7 1,369 △23.5 1,543 △10.8 1,057 △7.2
(注) 包括利益 30年３月期第３四半期 1,664百万円( 194.1％) 29年３月期第３四半期 566百万円(△43.8％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第３四半期 172.48 －

29年３月期第３四半期 134.74 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第３四半期 50,627 16,638 31.9

29年３月期 45,903 15,049 32.3
(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 16,160百万円 29年３月期 14,849百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 13.00 － 27.00 40.00

30年３月期 － 13.00 －

30年３月期(予想) 29.00 42.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 90,000 7.4 2,700 17.5 2,700 13.0 1,800 11.7 229.37
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注)詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に
特有の会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 7,879,005株 29年３月期 7,879,005株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 31,786株 29年３月期 31,364株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 7,847,518株 29年３月期３Ｑ 7,847,682株

　
　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決
算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、北朝鮮問題の懸念があるものの、為替も安定し、輸出関連企

業の景況感が回復し、設備投資も行われるようになり、株価も上昇するなど景気に明るさが見える状況となってお

ります。

当社グループが属する電子計測器、電源機器、環境試験機器等の業界においては、当社の主要なユーザーである

電子・電機業界では、新型スマートフォンの販売やタブレット端末の販売、新型有機ＥＬテレビの販売等で、関連

する半導体・電子部品メーカーの業績は好調となっております。また、自動車業界では、安全性に対するニーズの

高まりや自動運転の実用化に向けての取り組みは積極的に進められており、安全性試験、環境試験等関連の設備投

資も積極的に行われております。

このような状況のもと、当社グループは、国内・海外の営業拠点網を活用して、積極的なソリューションビジネ

スを展開してまいりました。その結果、個別では、売上高は、当初3.7％程度の増加を計画しておりましたが、前

年対比で11．2％程度増加いたしました。さらに、粗利益率も計画比0.4％程度増加したこともあり、営業利益は

1,611百万円となりました。ドルベースの為替も安定していたため、為替評価を含めた為替差損益は約44百万円の

プラスとなりました。連結では、国内子会社でもアイコーエンジニアリング株式会社やユウアイ電子株式会社が安

定した業績を確保したことに加え、中国の販売子会社である電計貿易（上海）有限公司や受託試験場を運営する電

計科技研発（上海）股份有限公司、韓国のND KOREA CO.,LTD.の業績が好調でした。その他の海外の販売子会社の

売上もインド、インドネシアを除いてほぼ計画どおりの業績をあげております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は65,360百万円（前年同四半期比13.3％増）となりました。営

業利益は2,018百万円（前年同四半期比649百万円増）、経常利益は2,144百万円（前年同四半期比601百万円増）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は1,353百万円（前年同四半期比296百万円増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて4,723百万円増加し、50,627百万円となり

ました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて4,157百万円増加し、46,028百万円となりました。現金及び預金が421

百万円、電子記録債権が2,005百万円、商品及び製品が753百万円、その他が607百万円増加したこと等によるもの

であります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて566百万円増加し、4,598百万円となりました。有形固定資産が合計で

82百万円、投資有価証券が497百万円増加したこと等によるものであります。

　

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて3,650百万円増加し、31,692百万円となりました。支払手形及び買掛金

が2,903百万円減少いたしましたが、短期借入金が6,565百万円増加したこと等によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて515百万円減少し、2,296百万円となりました。繰延税金負債が119百万

円増加いたしましたが、長期借入金が632百万円減少したこと等によるものであります。

　

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて1,588百万円増加し、16,638百万円となりました。配当金の支払により

313百万円減少いたしましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益を1,353百万円計上したことにより利益剰余

金が1,039百万円増加したことに加えて、その他の包括利益累計額合計が276百万円、非支配株主持分が277百万円

増加したこと等によるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年3月期通期業績予想につきましては、下半期の経済情勢として世界経済の保護主義的な動きに加え、北

朝鮮問題の懸念が強まる等不透明な状況が見込まれるものの、下期の業績計画を達成することを前提として、平成

29年10月19日付けの「業績予想の修正に関するお知らせ」で修正しております。当社グループの総力を挙げて、連

結売上高900億円、連結経常利益27億円の達成に注力してまいります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、重要な加減算項目を考慮し

て税金費用を算定しております。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,877,729 6,299,366

受取手形及び売掛金 30,524,678 30,740,479

電子記録債権 2,512,588 4,518,513

商品及び製品 1,719,132 2,472,662

仕掛品 62,088 219,364

原材料及び貯蔵品 103,545 101,442

繰延税金資産 125,680 127,354

その他 987,850 1,595,766

貸倒引当金 △41,968 △46,182

流動資産合計 41,871,324 46,028,768

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,091,712 949,244

減価償却累計額 △606,361 △562,117

建物及び構築物（純額） 485,350 387,126

車両運搬具 182,953 203,000

減価償却累計額 △120,624 △132,231

車両運搬具（純額） 62,328 70,768

工具、器具及び備品 1,229,058 1,282,451

減価償却累計額 △843,547 △919,467

工具、器具及び備品（純額） 385,511 362,983

土地 1,367,789 1,438,206

リース資産 10,100 10,100

減価償却累計額 △6,564 △8,079

リース資産（純額） 3,535 2,020

建設仮勘定 － 125,686

有形固定資産合計 2,304,514 2,386,792

無形固定資産

リース資産 5,754 3,503

その他 108,958 97,339

無形固定資産合計 114,713 100,842

投資その他の資産

投資有価証券 886,309 1,383,441

長期貸付金 131,177 126,772

その他 678,571 680,403

貸倒引当金 △83,295 △79,794

投資その他の資産合計 1,612,762 2,110,823

固定資産合計 4,031,991 4,598,457

資産合計 45,903,316 50,627,226
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,922,089 14,018,513

短期借入金 9,421,608 15,987,563

リース債務 6,500 6,057

未払法人税等 446,158 382,041

建物解体費用引当金 － 40,700

その他 1,245,502 1,257,663

流動負債合計 28,041,858 31,692,539

固定負債

長期借入金 2,582,528 1,950,000

リース債務 3,606 －

繰延税金負債 89,544 209,436

退職給付に係る負債 121,915 121,915

その他 14,626 15,222

固定負債合計 2,812,220 2,296,574

負債合計 30,854,078 33,989,113

純資産の部

株主資本

資本金 1,159,170 1,159,170

資本剰余金 1,333,040 1,328,773

利益剰余金 11,936,359 12,976,000

自己株式 △28,735 △29,470

株主資本合計 14,399,834 15,434,472

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 200,036 473,755

為替換算調整勘定 249,209 252,079

その他の包括利益累計額合計 449,246 725,834

非支配株主持分 200,156 477,805

純資産合計 15,049,237 16,638,112

負債純資産合計 45,903,316 50,627,226
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 57,675,948 65,360,758

売上原価 51,302,609 57,962,003

売上総利益 6,373,338 7,398,754

販売費及び一般管理費 5,004,223 5,380,015

営業利益 1,369,114 2,018,738

営業外収益

受取利息及び配当金 26,723 26,426

仕入割引 46,545 33,804

負ののれん発生益 167,787 －

為替差益 － 103,759

受取地代家賃 8,453 2,043

その他 49,058 20,091

営業外収益合計 298,568 186,125

営業外費用

支払利息 61,431 58,664

手形売却損 966 1,063

為替差損 46,148 －

その他 15,760 448

営業外費用合計 124,306 60,176

経常利益 1,543,375 2,144,687

特別利益

固定資産売却益 85 －

投資有価証券売却益 － 5,470

特別利益合計 85 5,470

特別損失

固定資産売却損 23,821 －

固定資産除却損 1,805 25,350

投資有価証券売却損 － 30

減損損失 － 64,349

建物解体費用引当金繰入額 － 40,700

特別損失合計 25,626 130,430

税金等調整前四半期純利益 1,517,834 2,019,727

法人税等 454,449 653,555

四半期純利益 1,063,385 1,366,171

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,974 12,626

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,057,411 1,353,545
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 1,063,385 1,366,171

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 47,695 273,718

為替換算調整勘定 △544,995 24,976

その他の包括利益合計 △497,299 298,694

四半期包括利益 566,085 1,664,866

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 585,843 1,637,545

非支配株主に係る四半期包括利益 △19,757 27,321
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

４．補足情報

受注の状況

連 結

売上高 受注高 確定受注残高

30年３月期第３四半期(千円) 65,360,758 70,827,578 19,377,262

29年３月期第３四半期(千円) 57,675,948 64,599,511 17,083,821

増減額(千円) 7,684,810 6,228,066 2,293,440

増減率 (％) 13.3 9.6 13.4

29年３月期(千円) 83,798,386 87,548,569 13,910,441

※平成29年12月末現在、上記の確定受注残高とは別に、推定金額669,022千円の価格未確定受注残高があり、確定受

注残高19,377,262千円との合計は、20,046,285千円となります。また、前期の第３四半期では、この価格未確定受

注残高は、540,076千円があり、確定受注残高17,083,821千円との合計は、17,623,898千円でしたので、対前年同期

比で2,422,386千円増加しております。

（注）価格未確定受注残高とは、単なる引合い材料ではなく、受注自体は決定しているが、価格が未だ最終確定し

ていない受注のことです。この価格未確定受注残高は、価格確定時点で確定受注高に組み入れられます。
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